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株式会社アーレスティ株式会社アーレスティ

20122012年年1111月月2828日日

20120133年年33月期月期 第第22四半期四半期

決算説明決算説明資料資料

本資料および本説明会で述べられた内容には、現時点で入手可能な情報に基づいて当社が作
成した将来の見通しが含まれておりますが、様々な要因により、実際の業績はこれらの見通しと
異なる場合があります。
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ご説明内容ご説明内容ご説明内容

 TOPICS

 2013年3月期第2四半期決算概況及び

今期見通しについて
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TOPICSTOPICSTOPICS

■2012年
3 月 アーレスティメヒカーナ工場拡張工事着工

4 月 合肥アーレスティ加工工場完成

5 月 広州アーレスティ隣接地での工場建設着工

6 月 アーレスティメヒカーナ金型工場拡張工事着工（竣工12月中旬予定）

10月 アーレスティメヒカーナ鋳造、加工工場拡張工事竣工

12月 合肥アーレスティ拡張工事着工予定（竣工2013年5月予定）

隣接預留地20,500㎡を取得予定

12月中旬 アーレスティメヒカーナ金型工場拡張工事竣工予定
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アーレスティメヒカーナ工場拡張アーレスティメヒカーナ工場拡張アーレスティメヒカーナ工場拡張

■鋳造工場、加工工場を拡張
2012年3月着工

10月竣工

■金型工場を拡張
2012年6月着工

12月竣工予定

Ahresty Mexicana, S.A. de C.V. Ahresty Mexicana, S.A. de C.V. 

2013年初めにかけて

（工場面積） 土地 100,000㎡ 建屋 32,200㎡

※内、増築面積：鋳造工場・加工工場2,600㎡、金型工場1,200㎡予定

（鋳造能力） 月産 2100t（DCマシン 21台）

※内、増強能力 月産400t（DCマシン 4台）

(機械加工ライン) 25ライン予定 ※現在22ライン稼動

アーレスティメヒカーナ拡張工事完成予想図

金型工場拡張エリア

加工工場拡張エリア

鋳造工場拡張エリア
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合肥アーレスティの増築合肥アーレスティの増築合肥アーレスティの増築

合肥合肥阿雷斯提阿雷斯提汽車配件汽車配件有限公司有限公司

2010年 8月 合肥アーレスティ設立

2011年 7月 稼動開始

2011年10月 第2期工事（加工工場）着工

2012年 4月 加工工場完成

2012年12月 第3期工事着工予定

2013年 5月頃 〃 竣工予定

2013年5月にかけて

（工場面積）

土地 50,500㎡

建屋面積 21,700㎡

（鋳造能力）月産 700t （DCマシン） 7台

内、第3期工事 鋳造工場 4,750㎡ 加工工場 3,000㎡

増強能力月産 200t(DCマシン2台) 隣接の預留地より、20,500㎡を取得

第3期工事箇所

地鎮祭の様子（2012年10月）
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広州アーレスティ新工場建設広州アーレスティ新工場建設広州アーレスティ新工場建設

2011年に取得した隣接地へ

新工場を建設

■新工場建設第1期工事

2012年 5月新工場建設着工

2013年 3月竣工予定

■工場面積
第１工場

土地 43,000㎡ 建屋 26,300㎡

第２工場

土地 17,700㎡ 建屋 10,400㎡

新工場

土地 21,100㎡ 建屋 16,000㎡（第1期）

建屋 8,700㎡（第2期）

※ 第2期工事：2013年2月着工10月末竣工予定

（鋳造能力） 月産 2600t （DCマシン 31台）

広州広州阿雷斯提阿雷斯提汽車配件汽車配件有限公司有限公司

広州アーレスティ隣接地の新工場完成予想図

新工場工事の様子
（2012年11月時点）

借りている3つの工場を
新工場に集約し物流等
の効率化を図る
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第第22四半期四半期決算概況決算概況

及び今期見通しについて及び今期見通しについて

8

2013年3月期第2四半期 決算のポイント20120133年年33月期月期第第22四半期四半期 決算のポイント決算のポイント

 売上高：東日本大震災及びタイ洪水の影響からの回復、 国内エコカー補助金影響等により、売上高は
520億円（前年同四半期比9.5％増）となった。前年下期比では海外売上高は増加しているものの国内
売上高が減少し連結売上高は7.3％減となった。

 営業利益：メキシコの増産対応遅れ挽回費用を削減するも、インド及び中国合肥への先行投資による
固定費増、東海工場集約の一時的な費用増等により営業利益は3億7千万円に留まった。前年下期比
では主に国内売上高の減少、アジアでの先行投資の影響等により営業利益は79.3％減となった。

 前年同四半期比では増収増益となったものの、前年下期比では減収減益となった。

（単位：百万円）

‐‐△ 24.3391.23△ 25.39EPS

‐‐△1.0%△ 5243.5%1,967△1.2%△ 547当期純利益

‐‐△0.1%△ 672.4%1,358△1.0%△ 470経常利益

△79.3%‐0.7%3703.2%1,787△0.9%△ 421営業利益

△7.3%+9.5%100%52,094100%56,223100%47,577売上高

前年
下期比

前年
同期比

2013年3月期
上期

2012年3月期
下期

2012年3月期
上期
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△ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

営業損益 1,341 1,254 207 △ 538 117 530 1,257 487 △ 117

経常損益 1,165 1,153 245 △ 515 45 190 1,168 300 △ 367

当期純損益 1,021 △ 389 115 △ 345 △ 202 △ 1,658 3,625 49 △ 573

売上高（左軸） 25,447 25,366 24,510 21,660 25,917 27,363 28,860 25,937 26,157

11/3 Q2 11/3 Q3 11/3 Q4 12/3 Q1 12/3 Q2 12/3 Q3 12/3 Q4 13/3 Q1 13/3 Q2

連結決算概要（四半期別）連結決算概要（四半期別）連結決算概要（四半期別）

単位：百万円

東海工場への集約に伴い

13億円の特別損失計上

東日本大震災等の影響

製品不具合による補償費用

見込み額を5億円に修正

繰延税金資産を新規に10億円計上

タイ洪水損害として2億円、

製品不具合による補償費用

として15億円の特別損失計上
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今期見通し今期見通し今期見通し
（単位：百万円）

1,420

888

62

72

△42

△504

314

1,463

1,366

2,455

3,744

13,723

18,761

65,114

103,800

2012年3月期

実績

△ 1,250

△ 1,650

0

△ 50

0

△ 600

△ 400

△ 450

△ 1,500

△ 400

0

△ 2,200

200

△ 900

△ 3,300

対8/6計画

増減

△ 156.3%

△ 103.1%

－

△100%

－

－

△ 50.0%

△ 31.0%

△ 66.7%

△ 21.1%

－

△ 11.4%

0.9%

△1.4%

△3.0%

対8/6計画

増減率

△450

△50

0

0

100

△750

400

1,000

750

1,500

3,800

17,100

21,400

63,900

107,700

2013年3月期

10/29修正計画

2013年3月期

8/6修正計画

50完成品

1,600経常利益

0消去または全社

1,900完成品

3,800アルミニウム

19,300ダイカストアジア

21,200ダイカスト北米

64,800ダイカスト日本

111,000売上高

2,250営業利益

800ダイカスト北米

1,450ダイカスト日本

△150ダイカストアジア

800当期純利益

100アルミニウム
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決算概要 ダイカスト日本（11下期→12上期）決算概要決算概要 ダイカストダイカスト日本（日本（1111下期→下期→1212上期）上期）

'11下期 販売量
減

減価
償却減

労務費
増

製造
コスト増

ﾛｲﾔﾙﾃｨ その他 '12上期

'11下期 地金市況
影響

販売量
減

その他 '12上期

セグメント損益増減要因

（百万円）売上高増減要因

内エネルギー費

△124

（百万円）

前年下期との比較では、販売量の減少及び
製品ミックス等の影響により、セグメント売上
高は12.1％減。

セグメント利益は、売上減を見越し、原価低
減活動を推し進めたものの、付加価値減少
を吸収するには及ばず1億円に留まった。

ダイカスト日本売上高／営業利益の推移

35,024

△375

△3,445

30,777

△427

1,163

△1,043

42
107

△131
△138△48

16,699
17,670 17,354

15,21715,560

13,391

5102

565598
465

△ 166

△ 5,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

11Q1 11Q2 11Q3 11Q4 12Q1 12Q2

△ 600

0

600

1,200

1,800

2,400

DC日本売上

DC日本利益（右軸）

262

12

30,090

35,024

30,777
33,123

893

107

1,164

299

12/3上 12/3下 13/3上 13/3下 14/3上 14/3下 15/3上 15/3下

売上 営業利益

今期見通し（ダイカスト日本）今期見通し（ダイカスト日本）今期見通し（ダイカスト日本）
（単位：百万円）

1,463

1,366

65,114

103,800

2012年3月期

実績

△ 450

△ 1,500

△ 900

△ 3,300

対8/6計画

増減

△ 31.0%

△ 66.7%

△1.4%

△3.0%

対8/6計画

増減率

1,000

750

63,900

107,700

2013年3月期

10/29修正計画

2013年3月期

8/6修正計画

64,800ダイカスト日本

111,000売上高

2,250営業利益

1,450ダイカスト日本

売上高

エコカー補助金終了の反動の影響により、前回計画よりも販売量が減少し
9億円減。

営業利益

主な下方修正の要因は、販売量減少の影響及び東海工場集約に伴う一時
的な費用増による。

なお、東海工場の集約については、来春の完了予定で計画通り進めている。

来期以降

今期の当初計画に対する収益性改善の遅れは、修正計画に基づく生産性
改善（統合効果含む）により来期で挽回し、売上高が減少していく中で収益
性を改善し、一定の利益を確保する。

（単位：百万円）

ダイカスト日本 実績と計画

280億程度
290億程度
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'11下期 販売量

増

労務費

減

減価償却

増

製造

コスト増

ﾛｲﾔﾙﾃｨ その他 '12上期

決算概要 ダイカスト北米（11下期→12上期）決算概要決算概要 ダイカストダイカスト北米（北米（1111下期→下期→1212上期）上期）

アメリカ：売上高は増加し、一定の利益水準を維持。

メキシコ：主に受注製品の機種変更に伴う数量減及び付加価
値減の影響により売上高は減少。利益面では、原価低
減活動を推し進めたものの、売上減少の影響を吸収す
るに至らず。

（アメリカ・メキシコ共に2012/1月よりロイヤルティ料率を変更）

※アメリカ 4-3月
メキシコ1-12月

平均レート（11下期→12上期）
米$ 78.21→79.42

ﾒｷｼｺ（米$）77.65→79.48

（百万円）

（百万円）

為替影響
0

売上高増減要因

セグメント損益増減要因

ダイカスト北米売上高／営業利益の推移

'11下期 地金市況

影響

販売量増 為替影響 その他 '12上期

10,342

△35

643

10,699

198

△449

740 151

45

496
△53

△13△140

3,642

4,777 4,536

5,806
5,336 5,363

114
382

610

129
16

△ 441

△ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

11Q1 11Q2 11Q3 11Q4 12Q1 12Q2

△ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

DC北米売上

DC北米利益（右軸）

△234

14

10,70110,699
10,342

8,419

△ 96

739
496

△ 425

12/3上 12/3下 13/3上 13/3下 14/3上 14/3下 15/3上 15/3下

売上 営業利益

今期見通し（ダイカスト北米）今期見通し（ダイカスト北米）今期見通し（ダイカスト北米）
（単位：百万円）

314

1,366

18,761

103,800

2012年3月期

実績

△ 400

△ 1,500

200

△ 3,300

対8/6計画

増減

△ 50.0%

△ 66.7%

0.9%

△3.0%

対8/6計画

増減率

400

750

21,400

107,700

2013年3月期

10/29修正計画

2013年3月期

8/6修正計画

21,200ダイカスト北米

111,000売上高

2,250営業利益

800ダイカスト北米

売上高

主に、アメリカの上期実績が計画を上回ったことにより、北米での通期
売上高は前回計画より2億円の増。

営業利益

アメリカは、ほぼ前回計画どおりで進捗する見込み。

メキシコは、前期の生産対応の遅れによる費用発生を削減してきたが、
下期の増産対応に伴う費用増加及び製品ミックスによる付加価値の
減少から前回計画よりも減益。アメリカをベンチマークとした費用改善
計画を推進。

来期以降

売上高の伸びによる効果及びメキシコの費用改善計画により、収益性
を改善していく。

（単位：百万円）

ダイカスト北米 実績と計画

130～140億

程度

140～150億

程度
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'11下期 販売量増 減価
償却増

労務費
減

製造
コスト減

ﾛｲﾔﾙﾃｨ その他 '12上期

'11下期 地金市況
影響

販売量
増

為替影響 その他 '12上期

決算概要 ダイカストアジア（11下期→12上期）決算概要決算概要 ダイカストダイカストアジア（アジア（1111下期→下期→1212上期）上期）

中国：新規製品の量産本格化により売上高は増加。収益面
では、合肥工場の立上げに伴う費用増があったものの、
広州工場の増益で吸収。
（第2四半期時点ではロイヤルティ料率は従来どおり）

インド：売上高は増加するも、先行投資による減価償却費増、
エネルギー費増等の影響で減益。
（2012/1月よりロイヤルティ料率変更）

※中国1-12月
インド4-3月 平均レート（11下期→12上期）

人民元 12.17→12.59
ｲﾝﾄﾞﾙﾋﾟｰ 1.56→1.47

（百万円）

（百万円）

為替影響
30

売上高増減要因

セグメント損益増減要因

ダイカストアジア売上高／営業利益の推移

7,398 85

549

8,089151

△94

△191

45

△192
14

△263△82
161

3,471

2,854

4,000

3,398

3,918 4,171

△ 218
△ 402

△ 261
△ 2

2689

△ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

11Q1 11Q2 11Q3 11Q4 12Q1 12Q2

△ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

DCアジア売上

DCアジア利益（右軸）

△18

16

6,325
7,398

8,089
9,011

△ 263
△ 192

△ 312 △ 487

12/3上 12/3下 13/3上 13/3下 14/3上 14/3下 15/3上 15/3下

売上 営業利益

今期見通し（ダイカストアジア）今期見通し（ダイカストアジア）今期見通し（ダイカストアジア）
（単位：百万円）

△504

1,366

13,723

103,800

2012年3月期

実績

△ 600

△ 1,500

△ 2,200

△ 3,300

対8/6計画

増減

-

△ 66.7%

△ 11.4%

△3.0%

対8/6計画

増減率

△750

750

17,100

107,700

2013年3月期

10/29修正計画

2013年3月期

8/6修正計画

19,300ダイカストアジア

111,000売上高

2,250営業利益

△150ダイカストアジア

売上高

中国及びインドの売上高は、前期比で各々24%増、45%増と

増加する見込みであるものの、主に中国及びインド市場の伸
びの鈍化、及び中国における9月中旬以降の日系車の販売
不振の影響により、アジアの売上高は前回計画よりも22億円

の減少。

営業利益

主に、前回計画より売上高が減少することに伴う固定費負担
の増加により減益。

（通期では中国のロイヤルティ料率変更を加味している）

来期以降

中国での販売の先行きが不透明であるが、変動状況に対応
して設備投資等を調整しつつ、収益確保に努める。

（単位：百万円）

ダイカストアジア 実績と計画

90～110億

程度

130～140億

程度
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決算概要 アルミニウム事業および完成品事業決算概要決算概要 アルミニウムアルミニウム事業事業および完成品および完成品事業事業

アルミニウム事業： 市況は低迷しており単価は抑えられているものの、二次合金地金の出荷量が

前年同四半期比で20.0％増となったことにより、売上高は前年同四半期比4.4％増。

利益は、受注増加や、使用原材料を含む原価低減活動により、45百万円となった。

完成品事業： 主要販売先である半導体関連企業の設備投資が低調なこと、及び通信会社のデー

タセンター向け物件の需要も低水準で推移したことにより受注が減少し、売上高は前年

同四半期比29.5％減。 損益は、受注減少の影響等により32百万円の赤字となった。

（単位 ：百万円）

△160.4%△268.4%△4.6%△ 323.6%531.9%19営業利益

△52.9%△29.5%100%693100%1,472100%983売上

完成品事業

--2.5%45△1.0%△ 19△1.3%△ 23営業利益

△7.7%+4.4%100%1,834100%1,986100%1,758売上
アルミニウム

事業

前年
下期比

前年
同期比

2013年3月期
上期

2012年3月期
下期

2012年3月期
上期
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決算概要 貸借対照表決算概要決算概要 貸借対照表貸借対照表

 債権流動化を
含む売掛金の
減少により流
動資産が減少

 海外での拡大
投資のため、
有形固定資産
が増加

 四半期純利益
の損失及びそ
の他有価証券
評価差額金の
減少等により
純資産が減少

（単位 ：百万円）

△ 1,52833,88635,414純資産合計

39433,74233,348長短借入金

△ 1,32017,33318,653買入債務

△ 2,30667,48869,794負債合計

△ 3,833101,375105,208資産合計

1,86856,00354,135有形固定資産

83961,56060,721固定資産

6589,2948,636棚卸資産

△ 4,02820,51324,541売上債権

△ 1,2416,1177,358現預金

△ 4,67239,81444,486流動資産

増減
2013年3月期
第2四半期

2012年3月期
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収益改善に向けた取り組み収益改善に向けた取り組み収益改善に向けた取り組み

 収益改善（原価低減）計画の見直し

収益管理の強化
生産性向上施策の展開
東海工場集約による統合効果の創出
人材育成

 中国での下期以降の売上減少への対応

 設備投資の抑制
 生産量減少に対応した勤務体制（生産シフト変更、残業削減等）
 広州工場から合肥工場への生産移管計画変更

20

配当の状況配当の状況配当の状況

配当性向には配慮しつつも、今後の成長を勘案した経営資源
の配分を推進

-9.1%17.4%--配当性向（連結）

△ 20.965.968.8△ 2.8△ 313.8一株当たり純損益（連結）

3365-期末配当

336-11中間配当

6612511（年間）

1株当たり配当金

13年3月期
予想（10/29）

12年3月期11年3月期10年3月期09年3月期(単位：円)
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 '10/3  '11/3  '12/3  '13/3（計）

設備投資（金型以外）

設備投資（金型）

減価償却（金型以外）

減価償却（金型）

設備投資・減価償却の動向設備投資・減価償却設備投資・減価償却の動向の動向

（ 億円） ※検収ベース

設備投資設備投資

減価償却減価償却

金型

金型以外

金型以外

金型

 設備投資については、中国での販売状況に応じて計画を柔軟に調整

株式会社アーレスティ株式会社アーレスティ
研究開発・サービス・技術のリーダーを目指して

【本資料及び当社IRに関するお問合せ先】
株式会社アーレスティ 経営企画部 経営企画課 TEL 03-5332-6004

E-mail: ahresty_MP0_IR@ahresty.co.jp
URL: http://www.ahresty.co.jp

本資料および本説明会で述べられた内容には、現時点で入手可能な情報に基づいて当社が作成した将来の見通しが含まれておりますが、様々な要因
により、実際の業績はこれらの見通しと異なる場合があります。


